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　１０月５日（金）、都庁前ケヤキ並木の道路は一変しました。朝から合計すると、４００人もの人が集ったと思われます。歌あり、詩の朗読あり、ギター、太鼓、そして、リレートーク。都教委による処分さえなければ、楽しい、さわやかな一日というべきＯne Ｄayアクションになりました。

　朝８時からのチラシまきには、３０人以上の人が集まり、初めて第１、第２庁舎両方で撒くことができました。１０００枚のチラシはあっという間に撒き終わり、急遽追加印刷するほどでした。

　９:３０から始まった集会では、根津さんの発言に続いて、「根津処分」だけ先行するのはおかしいと06年不起立処分を受けた近藤さん、すでに「君が代解雇」（再雇用）をされている『「君が代」被解雇者の会』の前川さん、等などによるリレートーク。国分寺エクスぺリエンス（おちょこさん）の歌、ＨＯＷＳによる詩の朗読などさわやかな声が響き、いつもは都庁専用道路のようなこの空間が、ひとつの広場のような空間に変わりました。

　１０：００からは今村都議（町田市・民主党）の紹介で20人が要請行動を行いました。教育情報課の担当は、ただ要請書を受け取るだけの無責任な態度に終始していましたが、責任ある回答をと、全員が怒りの発言をつきつけてきました。一日で１０以上の団体が都教委に対する要請書を提出したはずですが、事務局の不手際により名称など控え忘れ、申し訳ありません。次回は要請書のコピーを集めさせていただきます。

　

　「全国キリスト教学校人権教育研究協議会」と「河原井さん根津さんらの君が代解雇をさせない会」からの要請文を紹介します。

　　　　　　　根津公子さんを解雇（免職）しないでください（要請）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国キリスト教学校人権教育研究協議会
　私たちは、東京都で進められている学校教育における日の丸･君が代の強制、及びこれに従わない教職員への処分、特に、現在東京都立南大沢養護学校に在職する根津公子さんへの度重なる処分強行に対して、今までの処分を撤回し、これ以上の処分、解雇を行わないよう、下記の通り要請するものです。

　東京都では、石原知事の就任を契機として、学校行事での日の丸･君が代の実施強制が強圧的な手法でもって進められ、個人の良心や信仰から日の丸･君が代に疑問を持つ教職員に対して処分が乱発されています。根津公子さんは、君が代斉唱時に起立しないことで、停職処分と強制異動を繰り返され、次に起立しなければ解雇（免職）の可能性があると言われています。もしそうなれば、「純粋に個人の良心に基づいて、国家･行政の命令する行為をしなかった」ことでの免職処分になるでしょう。これは「良心の自由」に決定的な打撃を与えるものです。
　教職員が一人残らず「国旗･国家」に忠誠を表しているか、教職員の行動を監視し、不服従の者に懲罰と再教育を科すというのは独裁国家がする所業であり、およそ思想良心及び信教の自由を認める民主主義国では、あってはならない事態です。

　個人で異なる国家･社会への信条とその発露のあり方を、行政が権力的に一律の様式で表明せよと命令し、従わなければ弾圧するのは、国家・社会への判断停止と萎縮を招くだけです。それは民主的社会を形成する主体性を奪うことであり、政府・行政権力に唯々諾々と従う国民をつくりあげることにすぎないのです。そして、それは現在画策されている「憲法改正」による国軍創出・集団的自衛権規定と並行する戦争国家づくりの一環と言えます。

　平和な社会の実現を目指し、信条・信仰の自由を基礎に置く私たちキリスト教学校の教職員は、根津公子さんに対する処分強行や免職を見過ごすことができません。従って根津さんに対する今までの処分を撤回し、これ以上の処分、解雇を行わないよう強く要請します。

　なお、この要請に対する返事を下記宛に10月31日までに下さるよう、加えて要請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　要　請　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会
　昨年３月以来、『河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会』は、こうした要請書を何度も提出していますが、都教育委員会から誠意ある回答を一度もいただいていません。　　　

教育情報課は窓口としての役割しかせず、人間相手に話をしている態度には思えません。なぜ「君が代を歌え」「起立しろ」と強制するのか、子どもたちに侵略の象徴としてあった「日の丸･君が代」の歴史をなぜ教えないのか。誠実に答えていただきたいものです。

　戦後６０数年にわたって各学校の懸案事項としてあった「日の丸･君が代」問題をこの４年間で一挙に、しかも処分をもって強引に、学校の儀式的行事に強制導入してきた都の教育行政は異常なものです。

　それは、「日の丸・君が代」問題だけではありません。管理運営規則の改定で校長の権限を強めた結果、横暴な学校運営をする校長が増えてきています。私たちが耳にしているだけでも、職員室で「学校の役に立たない再雇用はいらない」とか、副校長に向かって「管理職なんか辞めなさい」、教員に向かっては「教員を辞めなさい」と大声で叱り飛ばす校長。猥褻行為をして逮捕された副校長のいた学校の校長はテレビで「いい先生でした。信じられません。」と言いつつ、日常的にはいつも職員室で副校長を怒鳴っていたと言います。監督不行き届き以外の何ものでもありません。なんと品位のないことでしょう。

　５年前には、こんな職員室は考えられないことでした。そんな学校運営で正常な教育が行われるはずがありません。教員の能力を生かして学校運営をするのが校長の役割です。自殺をする若い教員をすくったり、子どものいじめをやめさせたり、子どもの心を汲みとったりすることは、こうした校長にできるわけがありません。

　都教委はこうした現場の調査にもっと躍起になってもらいたいものです。裁量権で、「君が代」不起立教員を累積加重処分にする（行き着く先は免職です）ことよりも、やるべきことはあるはずです。

　河原井先生も根津先生も、現場では保護者や生徒に信頼されるいい先生です。彼女たちを指導できる校長はいないといってもいいほどです。「普遍的にしてしかも個性豊かな文化の創造をめざす教育」（前教育基本法前文）をおこなってきた彼女たちが、儀式的行事で君が代斉唱時に不起立をしたからといって、なぜ停職処分までされなければならないのでしょうか。

　根津先生は、この７年間で、５校の学校へ異動を命じられました。異動と処分の脅しが繰り返されても彼女が挫けないのは、都教委が間違っているからです。教育的信念と間違っていないという確信を持っているからです。学校は校長一人でやれるものではありません。色々な先生の個性が、信念が、生徒たちを育てるのです。

　河原井先生は、七生養護学校での性教育の取り組みをつぶしてきた都教委の「障害児」教育について、その誤りを指摘しています。「障害」を持っている子どもが性被害にあう現実を都教委はどこまで認識できているのでしょうか。現場の教員から学ぶべきです。

　私たちは、都教育委員会に対して「処分ではなく、対話を」と求め続けてきました。教育委員会も校長も、不起立教員に対して何らの説得努力もできないまま、いきなり処分だ、免職だ、では理が通りません。私たちには、また世の多くの人たちには、納得できることではありません。都教委の硬直した方針では、教育はよくならないと思います。

　来年三月の卒業式には、校長が職務命令を出さず、市教委・都教委が不当な支配をせず、各学校がそれぞれの判断で卒業生のための式をおこなえるようにすべきです。

　そして、根津先生が解雇という事態にならないように、都教委が最大限の配慮をされることを要請いたします。

　次のことを要請します。

１，卒業式にかかわり、校長に職務命令の発出を求める「指導・助言」をしないこと。

２，都教委の裁量権である「累積加重処分」を見直すこと。

３，「君が代」斉唱時の不起立で解雇をしないこと。

４，「君が代」斉唱時の不起立で、解雇につながる停職６月処分を出さないこと。

５，「１０･２３通達」を撤回すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　尚、この要請に対して、個人の責任ある文章で回答していただくようお願いいたします。

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　午後　定塚才恵子さんのギターと歌　撮影･松原さん

　午後からは、根津さんの教え子二人の話や、国労闘争団の方、都教委包囲首都圏ネット、多摩教組、三浦半島教組、大阪から、宮城から、そして、沖電被解雇者の田中哲朗さんと市野さんによる歌と朗読、コンサティーナとギターと歌、などなど・・・本当に多勢の方の協力をいただきました。

　気持ちのいい風がケヤキの枝を揺らし、陽が傾くころ、遠足から駆けつけてきた河原井さんが到着し、発言と集会決議としての詩「船出」を表情豊かに読み上げました。都議会の行われている会議場の建物に向かって抗議のシュプレヒコールをあげ散会というところに、なんと、川田龍平さんが国会から駆けつけてくださり、一同、胸を熱くしました。学校から駆けつけた町田教組の要請書は17時をまわって届けられました。本当にたくさんの人が思いを結集してくださいました。

　　　集会決議詩　「船出」

　

　　今日もあらたに一艘

　　　船出する

　　大海原に静かに静かに

　　我が子教え子を

　　再び戦場に送るな

　　という帆を高く掲げて

　　今日もあらたに一艘

　　　船出する

　　確かな命の鼓動を刻みながら

　　どんな大波に

　　　渦まかれようと

　　どんな強風に

　　　吹きさかれようと　　　　　　　　　根津さんが鶴川2中で出あった地域の方　撮影・松原さん

　　改憲の航路を

　　戦争への航路を

　　　拒否する

　　ひとりひとりの

　　　かけがえのない命が

　　大切にされる港を

　　　めざして

　　　　　静かに静かに

　　今日もあらたに一艘

　　船出する

　　船　船　船　船の群れ

　　果てしなく果てしなく　　　　　　　　　詩「船出」を読み上げる河原井さん　撮影・伴さん

　　大海原につながっていく　　　　　　　　　　　

　　　今日の船出に　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　乾杯

　　　今日の船出に　　　　　　　　　２００７・１０・５　Ｏne Ｄay Ａction

　　　　　乾杯　　　　　　　　　　　処分より対話を　「君が代」解雇をさせない乗組員一同
　　　　　           　　　　　 

＝参加者からの感想＝

　都庁の前で４００人もの人たちが、前代未聞の君が代不起立処分の不当性を訴えた１日。私は９時から５時の参加だったけど、それより前からもうたくさんの人が詰め掛けていて、帰りかけたときにも、これから川田龍平さんがきまーす、と声がきこえて、まだたくさんの人がいた。この日、聞こえてきた歌はみんなとっても優しくて、涙が出そうだった。
　遠く関西からも駆けつけてきて、朝、２０人くらいで教育情報課に抗議の申し入れをしたけれど、ぬかに釘。都庁ビルの印象そのままの無機質な対応。使った言葉は、お伝えします、のワンフレーズだけ。　　

　路上のワンデイアクションの参加者は自分の思いをそれぞれに語り、歌い、怒り、笑った。でも目の前の警備員や都庁の職員は自分の言葉を全く失い、ロボットのように見えた。私たちもこのまま人間でいられるか、ロボットになるかの岐路に立たされている。
　今ならまだ自分の意思表示ができる筈、むざむざとこの権利を放棄してはいけないと思う。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水れい子

＊　君が代不起立。根津公子さんを応援する。　＊
10月5日、都庁前でのアクションに初参加し、一言（押し付け＜調教＞教育では日本の国力は落ちる等）と恥ずかしながらの一曲歌わさせていただきました。
　そこにいたったのは、私は町田市の鶴川在住なのですが、鶴川二中での活動を含むDVDとご縁があって根津さん自身のお話を聞く機会があったからです。　そこで特に共感できたのは、
（１）「君が代」かどうかはさておいても、歌う自由、歌わない自由を守る　ということ
（２）歌いたくないときは歌わない　ということを選択してよいと態度で示すこと
（３）何も考えずに行動を選択するのでなく、自分で考え自覚して行動を選択することの大切さ。この３点でした。
　言うまでもありませんが、これらは民主主義の実践と深く結び ついています。そしてこの社会自体の活力にも。歌わない自由をもお互いに担保／尊重していける豊かな社会性は、民主主義の実践としてわたしたち自身が常にそのことに気づきながら選択することで作っていくものですよね。それが教育の場でなされて始めて、仕事や実生活、コミュニティ活動の中での多様な価値観や多様な生き方や仕事をお互いに尊重していくことができ、そこから経済や文化の豊かさ、強さが生まれてくるのだと思います。
　現在、都がやっていることは全くの逆。生徒も先生も都職員まで、決められたことを無批判にやること、それに対してどうこうしても無駄　ということを結果的に子どもたちに学習させている。No ということを奪われた子どもたちは、心ここにあらず　を選択せざるを得ませんし、都職員もきっとなぜ歌わなければならないのか　には答えられないでしょう。（せいぜい誤った認識。例えば、子どもには儀式、みなで同一の価値観で行動すること　の意味などわからないのだから、躾として無選択に行動させ、後でその共同行動の素晴らしさに気づけばよい、というような意識をしているくらいです。しかし、実際には素晴らしさのカタルシスはありませんし、魂の抜けた儀式や行動になります。子どもたちも教師も、その場の空気を読んで行動することのみを学習し、自分がどうしたいかは殺されていくしかありません。これは教育として不幸なことではないでしょうか。）
　そこには話し合い、語り合う文化も教育の強度もありません。こういう現場からは創造性も活力も生まれては来ないでしょう。ましてや、懲戒免職という形で罰することは、思想、良心の自由も含め、違憲でしょう。2006年9月21日東京地方裁判所判決に大いに同感です。
　歌わない自由を守るなら学校をやめればいいじゃないか、という意見はありがちですが、私立であれば成り立つ場合もあるとしても、公務員であるからこそ、ここは守られねばならないということだと思います。 職務命令に従わないから罰せられる　のではなく、誤った職務命令をこそ問い、それに No を言う権利をこそ守らねばならないでしょう。
　このことは、もっともっと一般の人が知らないと、と切に思います。そして知った上で、「じゃあうちの子は私立に」ではなく、公立をこそ変えていかねばならない。この点では、「君が代」に焦点を当てすぎると、「思想の戦い」と一般の人には見えてしまい、広がりにくい部分があるのではと思います。もっともっと一般の人に伝えていかないと。都庁前を通りかかった人をもっと足止めさせ、３分間は自分なりに考えてみる機会を作ることのチャンスとしてもアクションを設計できます。
　その点ではあくまで「歌う自由／歌わない自由」を守る（クビにされない）点にフォーカスして動きを大きくしていった方がいいのかもしれない。と少し思いました（もちろん君が代、天皇については別途扱わねばならないのですが）。しかし、この場合は、私たちももう一度自らに問わなければならないかもしれません。「君が代」でなく例えば「民が代」であっても歌わない自由や、さらに言うなら不登校の自由、それらを受けとめられるのかを。語り合うことで超えていけるのかと。そのくらい懐を大きくしなければ民主主義はやっていけないと思います。
　これは、こと教育だけの話ではないですよね。「公」ということをもう一度みなで作り直さないといけないのが今ではないでしょうか。みんなが自発的に日々創造していく「公」。強制されるのではなく自然と構成される愛国心とは？愛地球心とは？これは実はよきチャンスでもありますよね。「公」とは。「公共」とは。みなの「儀式」とは。「みな」とは。民主主義（民主主義の名の下に世界では戦争が行われているのですし）とは。等々。
　これを問い直すところからしか、共生していく社会は生まれてこないのではないでしょうか。私たちは共生していかないと生き延びられない生物だと思うのです。（格差ピラミッドの上層へのエリート教育をしっかりして、下々は機械的な明治以来の教育で足れりとする考え方こそ、もはや古びた世界観ではないでしょうか。地下資源ももうすぐ底をつきますが、奪い合いではその先の文明の持続は不可能でしょう。今後は知識を含め、共有、持ちつ持たれつと思います。その時代、オープン知財と分散経済の次世代を見据えて教育や日本のあり方を話さないと。）
　最後に、実は最も印象的だったのは根津さんの笑顔です。相当なつらい思いもされているでしょうが、そこで生徒や社会を信じて淡々と行動を続ける中からしか出てこない、やさしく力強い希望としての笑顔、信じられる笑顔でした。きっと子どもたちの心に小さいながらも深く刻み込まれていることと思います。なんだかんだ言っても、人は「何を言ってるか」よりも「どう行動しているか」を見ているものですから。底の浅い１０．２３通達よりも、内心からの想いからの行動の方が強いのは確かです。
 根津さん。笑顔と力と行動を、いつも本当にありがとうございます。応援しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウチダ　タカシ

都庁前One Dayアクション　第二弾は

１２月２５日に決定。予定に入れておいてください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河原井　純子

　この日は、私たち（河原井さん･根津さんらの「君が代」解雇をさせない会）の10･5都庁前ワンデイアクションの翌日で、「七生養護学校･ここから裁判」関係の集会もあったのですが、1周年集会に参加しました。

　星陵会館には、250名くらいの人が集まりました。主催は、「日の丸・君が代」強制反対　予防訴訟をすすめる会をはじめ、15団体です。まさに大同団結です。

　まず、10･23通達以降、延べ388名の被処分者を出している中で、裁判、人事委員会審理を闘っている全都の団体が大同団結するようになったという基調報告がありました。

その後大内裕和さん（松山大学）の講演がありました。

とてもわかりやすく、元気の出る話でした。

大内さんが声高に力説されたのは、「今、必要なことは違いだけを注目して、袂を分かつ闘いではなく、共有できるところで共闘の輪を広げていくこと、それが大きな変革のうねりをつくる、そのうねりをつくりだそう、3月に根津公子さんの「君が代」解雇を阻止しよう、改悪教育基本法の具体化を是非とも多くの人で阻止しよう。12月22日に大きな集会を準備しています。」ということでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　《立たないとクビッ！？》

　　　　　　　　　　改悪教育基本法の実動化をとめよう　12･22全国集会
　　　　　日時：2007･12･22　13:00～16:00　　場所：北トピア（王子駅前）ホール

　

　組織・団体の枠を超えた運動の重要性が話されました。今、必要なのは大同団結のうねりですね。　沖縄集会が政治を変えています。私たちもそんな自由民権をつくりだしましょう!!

　最後に、各団体から報告がありました。

各裁判状況・職場での闘いなど厳しい話が続きましたが、報告者はすべて凛として力強かったです。「あきらめない！」どの団体にもその気迫を感じました。うれしい限りです。9･21難波判決に背中を押されていることが確認されました。

　私は、この大同団結の集会に乾杯の思いを「船出」の詩で表明しました。
　　　　　　職場復帰・・・だが、すぐに服装に職務命令！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

　停職６ヶ月が終わり、１０月１日からは校門の中に出勤しています。１日の朝は、校門前に友人たちが集まり、激励の集いをしてくれました。校長に対し、「解雇しないでください」「職務命令を出さないでください」等の看板を作って立てかけ訴えてくれたり、５時前起床で駆けつけてくれる人いたり、また、八王子５中の近藤順一さんには、バラの花束をプレゼントしていただき、固い握手を交わしたり。遠足前夜の子どものようにほとんど一睡もしないで出勤した私はさらにボルテージを上げて、学校の門をくぐりました。翌日には、学校宛に祝電をくださった粋な計らいをされる方もいらして、楽しませていただきました。

同僚となる人たちには１日の勤務開始前に私信（後ろに掲載）を配り、朝の職員打ち合わせで簡単な挨拶をしました。その私信に共感する思いを寄せてくれたり、温かい声をかけてくれたりする同僚がたくさんいらして、気持ちが楽になりました。

私が担当する生徒たちとは、まだ１２日しか一緒に過ごしていないので、わからないことや戸惑うことがたくさんありますが、笑顔を見せてくれると、とってもうれしくなります。重度の知的障がいを持っている人たちがどういう環境で生きていくのが幸せなのか、考え続ける毎日です。

さて、１０月１１日、校長は私に服装のことでクレームをつけました。「背中のOBJECTION HINOMARU KIMIGAYO　日の丸・君が代反対は、生徒指導の前で着用するのは不適切」「学習指導要領に反対を唱えるのは学校現場ではふさわしくない。着用しないでください。校長としてのお願いです」と。

私は、「着用するなとは、どこにも明文化されていない。都教委でさえ、そこまで言っていない。それでも、職務命令が出せますか」「着用するな、という職務命令か」と聞くが、「私はふさわしくないと言っています。それ以上でもそれ以下でもない。校長の考えです」と繰り返し、職務命令かどうかについては、「答えません。私の言ったことで考えてください。私の考えを述べます。OBJECTION HINOMARU KIMIGAYO、教育の場にふさわしくないので止めてください」「必ず実行してくれると思うので、お願いします。実行してください」と、打ち切ろうとしました。

私がさらに、「職務命令は出せないですよね。職務命令は出したいけど出せないなら、そう言って下さい」と言うと、「答えません」「確認しません」。私は、校長のお願いを聞くつもりはないことを告げて、この日は終わりました。

しかし翌日から校長はメモ用具を持った副校長と連れ立って、あるいは副校長単独で、毎日「この服は不適切です。着替えてください」と私に言い、それを記録するようになりました。生徒と一緒の時にさえ言いました。そして１８日（木）になると、「この場でふさわしくないので、着替えてください。職務命令です。職務専念義務違反です。この間の経過を西部支援センターに報告します」と、いつの間にか、職務命令に変えていました。

２２日（月）の放課後、職務命令をいつ出したのか、どういう出し方をしたのか、また、西部支援センターに報告を上げたのか、いつ上げたのかを質したところ、職務命令については「１８日（木）、口頭で」と言い、報告については「答えません」と、権力を笠に着たもの言いです。

さらにこの事実について同僚たちに知ってもらおうと２４日（水）の朝、勤務時間開始前に机上に配布し、職員打ち合わせで話をしようとしたところ、打ち合わせでの発言は事実上ストップがかけられた中で発言するという異常な事態が待っていました。配布した印刷物についても、「配ってはいけない。１０月１日にも配ったが」と言ってきました。

服装に表示された文字についても、打ち合わせでの発言についても、私信の配布についても、禁止は未だかつてなかったことばかりです。

昨年まで都教委管理主事だった校長が、都教委及び西部支援センター（＝管理を強めるために０６年設置した、都教委の分室のような存在）と連絡を取らずに単独でことを進めるはずはないでしょうから、都教委の方針と見るべきでしょう。「君が代」不起立・処分は不起立に留まらず、都教委の指示すべてに従う心を持つまでじわじわと攻撃を拡大してくるでしょう。その一つひとつを潰していかないと、さらに上意下達が徹底し、生き続けることがより困難な職場になってしまうと思います。だから黙らずに、「助けて！」と私は声をあげます。

　　　　　　　　　　　私信　南大沢学園養護学校教職員の皆さま

　今日から出勤しました。停職中は、たくさんの方から声をかけていただき、元気を与えられました。子どもたちの顔もずいぶん覚えましたし、送迎される保護者とも多少とも知り合い、私の気持ちは意欲に満ちています。しかし何分にも養護学校は初めてのこと、戸惑いの連続かと思います。

皆さま、どうぞご指導のほど、よろしくお願い申し上げます。

　さて、今東京の学校は、子どもたちの声を救いあげ、知恵を出し合い話し合い、教職員の総意で学校が動いていた、民主的で自由闊達なかつての学校とは大きく変わってしまいました。都教委の通達や通知が幅を利かせ、理不尽なことや子どもたちの幸せに背反することが進行しています。パワーハラスメントによって新採用の小学校教員が2年連続して自死に追い込まれもしました。私は一人の教員として、今を看過することができずにいます。若い方には、その比較が難しいでしょうが、長く学校に身をおいてきた私には、現在の学校現場に非常な危機感を持ちます。

　足立区での学力テストで、不正や障がいを持った子どもの答案抜き取りがありました。私はこれについて、一人校長の問題ではなく、上意下達の組織の中で、起こるべくして起きたことだと考えています。都教委が地区毎の成績順位を発表する中で、足立区教委は「最下位」を脱却すべく、順位によって学校予算に差をつけようとしたり、練習問題を配布しようとしました。その区教委の指示を果たそうとする余り、校長は判断力を失いました。そして、その校長の誤りを教職員は指摘できませんでした。誰もが、上意下達のピラミッド体制に組み込まれ、「おかしい！」と言える人がいなくなったために起きたことです。職員会議がかつてのように最高議決機関として位置づけられていたら、起こらなかったことでしょう。この事件は、都教委の進める上意下達体制下で組織の構成員が判断力を失い、その結果教育破壊を招いたという一例です。

　ところで私は「君が代」で不起立を続けています。子どもたちに一遍の説明もせずに「日の丸・君が代」を強制するのは、教育を否定し、子どもたちを調教することだと思うからですが、同時にこの問題は、上述した学力テストの問題と同じく、上意下達の組織体制の問題であると思います。「君が代」処分は職場を命令と服従が支配する上意下達の組織にするための「最良」の手段です。事実、10･23通達以降職場は、命令が闊歩するところとなってしまいました。

　私は、現場にいる私たちがおかしいことにはおかしいと、当たり前に発言することが何よりも大事だと思います。それを取り戻したいです。私たち教職員が、それぞれの教育的信念を持ち寄り、論議を深めることで、責任の持てる教育活動が実現するはずです。また、子どもの成長や幸せを願う気持ちは、教員皆同じですから、話し合いを重ねることによって一致点が見出せ、子どもたちにとっても教職員にとっても楽しい学校をつくれるはずです。私は体験を通してそれを確信します。私だけでなく、年配の人たちは、そうした体験をされてきただろうと思います。

私はそのような学校を取り戻したいです。こんなことを念頭に置き、皆さんに教えていただきながら、ご一緒に仕事をしたいと願っています。

　末尾になりましたが、皆さまにご理解していただきたいことがあります。都教委は、「停職は６ヶ月まで」と言います。とすると、来春の卒業式で不起立したら、私は免職にされるでしょう。私はそれには納得できませんし、またそのことは、私一人の問題ではなく、東京の教育全体に及ぶ問題になると思います。ますます東京の教育破壊が進みます。ですから、私は都教委に処分を断念させるべく、闘いをしていかねばなりません。同じ問題として、裁判闘争もあります。そのような事情から、年休を取ることがしばしばありますが、ご理解くださいますよう、お願い申し上げます。

　皆さま、どうぞよろしくお願いします。

　　　　２００７年１０月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津　公子

　　０７・１０・１７多摩中裁判（根津さん01年指導力不足等教員申請攻撃）

　　　　　多摩中裁判　証人尋問１回目を終えて　　　　　　　　　　
　◇多摩中裁判

多摩中に異動して１年目の３学期（２００１年２月）、「男女共生社会を目指して」と名づけた、男女で学ぶ家庭科の根幹となる授業を組みました。そこで従軍慰安婦や同性愛者を取り上げたところ、「苦情」が起きたとして校長は「家庭科の時間に家庭科ではないことをしている」と私を呼び出しただけでなく、生徒や保護者に宣伝しました。また、多摩市教委はそれをきっかけに授業観察に来たり、事情聴取に乗り出したりしました。そして、保護者の苦情を高め利用し、私を指導力不足等教員に申請し、一年に亘って攻撃をしました。その間大勢の人たちが都・市教委に抗議や要請に動いてくださったので、指導力不足等教員にされずに済みました。しかしそのまま放免にしては都教委の沽券にかかると考えたのでしょう。授業観察後に計画された都・市教委、家庭科の指導主事が私を指導する協議会に参加しなかったとして、職務命令違反で減給３ヶ月の処分をしました。地裁で争っています。

　◇石川教育長尋問

書面での主張と整理が終わり、１０月１７日、証人尋問に移りました。

　まず、石川教育長（当時）。私の着任半年前に都教委から来て教育長に就任し、私を指導力不足等教員にする申請を終えて数日後に都教委に戻った人。私はこの人とこの法廷で初めて対面しました。

　証言のでたらめさは、吉田さん（当時　多摩市市議）が情景が浮かんでくるようにわかりやすく書いてくださっているのでそちらに譲り、他のことについて。

　①当時は、根津は（授業で）従軍慰安婦のことばかりをやっていると思っていた。他のこともや　　　

　　っているとは思っていなかった。

　②「２００１年３月１５日の授業を見てくれ」と指示したのは教育長で、その後も「何回か見て

　　くれ」と（指導室に）指示した。

　③私は専門家でない（教員経験がない）から学習指導要領には精通していない。指導室の見解（根

　　津を指導力不足等教員に申請する）を教育委員会の見解とした。

　④２００１年６、７月の緊急保護者会や旧２年Ｃ組保護者の要望も、具体的には全く知らない。

　　聞いていない。

　⑤１日も早く何とかしなくてはと思っていたところに、校長から指導力不足等教員の申請が上が

　　ってきた。要綱上はどうなっているか知らないが、来年４月までは待てないと思った（教育長

　　の任期が終わる９月までに緊急申請をした）。

　・・・と、このような証言をしました。

石川教育長は当時、私がした授業については知ろうともせずに、授業観察の指示を出し、やがて指導力不足等教員の申請をしたことがよくわかりました。中身を全く知ろうとせずに、授業観察と、それを根拠にした指導力不足等教員の申請だけが教育長の頭にあったことがはっきりしました。そのためだけに仕事をしていたのだと、はらわたの煮えくり返る思いで、私はでたらめな証言する、この人の顔をまじまじと見ていました。

当時、教育長が吉田さんに話したことを全否定した証言を、吉田さんのいるところで、平然としているこの人には、良心の呵責などという思考は全くないのだろうとも思いました。

　◇鶴田敦子さん（聖心女子大教授）

傍聴してくださった方々が、「法廷で特別講義を聴けるとは思わなかった」と感激された鶴田さんの証言でした。

・家庭科が従来の技能の習得から人間関係を学ぶものに変化してきたいきさつや理由につて　

・学習指導要領は男女共同参画社会に対応しており、根津の授業は学習指導要領に沿っているこ　

　と　

・従軍慰安婦を家庭科で取り上げることの意義について「性暴力を学ぶのに、従軍慰安婦問題は

　典型教材となる」・・・早稲田大学のスーパーフリーや京都大学のアメフトの集団レイプ事件　

　を挙げて、「全うな性教育を受けていたら、こういうことは起こらない。学ばないことの方が

　問題だ」とすっぱり断じられました。

　被告都教委は、家庭科教育学会の会長でもある鶴田さんの証言を論破することはできないでしょう。

裁判官３人の表情を覗き、この人たちには鶴田さんのことばは届いているだろうか、と気になりながら鶴田さんの証言を聞きました。裁判官３人が、柔軟な頭をお持ちならば、家庭科に対する認識が変わったり、深まったりしたはずです。家庭科に対する正しい認識があるかどうかが、この事件を解く鍵となります。

次回１１月２１日（水）は、前島校長と私の証人尋問です。傍聴してくださるとうれしいです。

　　　　　根津さん裁判傍聴07.10.17　　　　　　　吉田千佳子　（元多摩市議会議員）
　元多摩市教育長石川氏は証人尋問に先立ち陳述書を提出していましたが、私はそれを読んで、最初“ウソに満ちた内容”に怒り、そして、ああ、やっぱり根津さんへの攻撃は不当なものだと彼らも認めているのではないかと思ったのでした。それは石川氏の証人尋問を傍聴してみて、更によくわかりました。

　「問題を抱えた教師を八王子から多摩に引き受けて、何とか早く現場から外したいと思っている」と、議場の廊下で、私にそう話した当時、石川氏は多摩市に勤務するようになって１年ちょっと経た頃で、とても張り切って仕事をしていたようでした。

　問題教師を現場から早く外すために、理解者を増やし、協力者を増やさなくてはいけないと。だから、積極的に、私が聞いてもいないのに、その事を話したのだと思います。休憩時間なのに大変熱心に説明してくれました。

　自らの仕事に、それ程熱意を持ち、自信をもって職務に専念していたのであれば、自分がいかにそのことで努力したかについて、もっと堂々と披歴してもよさそうなものだと思うのですが、私に話してくれたもろもろについては、「言ったことは全くありません」と全否定しています。そしておまけに、スキー教室事件にいたっては、事実と違う新たな説明を陳述書に書き込んでいました。

　法廷に提出する文書に、なぜ敢えてウソを書く必要があったのか、また、証言でウソを重ねる必要があったのか、石川氏に聞かなければわかりませんが、主尋問で被告代理人の問いかけに対して、殆ど聴き取れないほどの小さな声でしか答えられない状態だったというところに、それを解くカギがあるような気がします。

　あれからもう随分時間が過ぎてしまいましたが、傍聴していたら当時のことがとても鮮明に甦ってきました。

　2001年の2月頃です。多摩中にお子さんが通っている友人からスキー教室に連れて行ってもらえなかった生徒がいると聞きました。「何かの約束を守らなかったという理由だが、制裁的なやりかたでおかしいのではないか」というものでした。対象は三年生で中学校最後の宿泊移動教室です。どの子も楽しみにしていた筈です。

　石川氏が教育についてどのような考えを持っているのか、また、実際に起こったこの出来事の事実関係を調査して欲しいという、二つの理由から、早速私は教育長に面談を申し入れました。教育長室では互いの教育観などを話し、多摩中のスキー教室については、学校に問い合わせて後日報告してもらうことにしました。

　そして、3月7日。議会では予算特別委員会が開かれていました。

　午後3時頃、休憩に入り廊下に出ると、石川氏に呼び止められ、その場で「先日のお返事」を聞くことになりました。

　「スキー教室の出来事はやはり本当でした」という意味のことを簡単に報告した後、思いもよらない言葉が彼の口から発せられました。

　「子どもたちも問題だが、それよりももっと困った事がある。教師の問題だ。」と。

　「家庭科の授業の件で、生徒や父母からの苦情が校長や教育委員会に届いている。受験に必要とは思えない内容を授業でやらされるのは迷惑だ。教科書以外のプリントで家庭科から逸脱している事を教え、かつ日の丸・君が代についての偏向的発言をする。」

　さらに、「今までは指導力不足教師の処分は10年もかかり、大変な事だったが、国の方針が示されて3〜4年でやれるようになった。つまり、研修などではなく、都教委の事務職員としての配置替えをして監視するという方法が可能になったので、なんとかそこまで持っていきたいのだが」と続き、「しかし、現状では処分の決め手になることはつかめていない。プリントの内容がもっと違っていれば。生徒の声（苦情の）がもっと多くなれば。（いいのだが）」「地域の協力者が情報提供をしてくれている」「自分は直接行動を取らず、生徒を扇動する」などと宣うのです。

　家庭科の授業と聞き、すぐにこれは根津さんの事を言っているのだとわかり、私の心臓はドキドキ、口の中はカラカラ、しかし悟られないように、できるだけこちらからは口を挟まないようにして、熱心に彼の話を聞いてあげました。

　こんな話を約30分の休憩時間の殆どを使って聞いたのでした。

　なぜ、何のために私に教師の処分に関わる話しをしたのだろうという疑問とあまりの衝撃で、その後の事はよく憶えていないのですが、今聞いた事を早く根津さんに知らせなくてはと思い、上記の内容を直後に興奮しながらメモしたのです。

　でも、彼はこんな事は全く言っていないというのです。そして、スキー教室事件に関しても「問題ありませんでした」と私に報告したとしていますが、それは事実と違います。あの日廊下で石川氏は「残念ながら事実だった」と回答したのですから。スキー教室に出掛ける朝、支度をして集合したのに、誓約書のようなものに印鑑が押してないという理由から、その場で家に帰された生徒が実際にいたのです。

　和久田弁護士の反対尋問で、「では校長がウソをついているか、あなたがウソをついているかだ」と追及されて、「校長がウソをつくわけがない」などとうろたえながら答えていましたが、後ろの席からでも目が宙をさまよっているのがわかりました。

　なぜ、ここにきて新たな珍事実を出さなければいけなかったのでしょうか？

　被告側証人の尋問で、元石川教育長のそして教育委員会のおそまつさが次々にあきらかにされました。彼を証人にたてた被告側はどんなメリットがあったのでしょうか？あきらかに逆効果としか思えないような主尋問のやりとりすらありました。

　しかし、裁判長は石川氏に慈悲深いまなざしを注ぎ、彼の支離滅裂な言葉にも深く頷きながら聞き入っていましたし、原告側証人の鶴田さんの感動的な家庭科教育論には残念ながら興味なさそうにしていました。（私にはそんなふうに見えました）

　裁判の行方が気になりますが、次回はいよいよ根津さんの本人尋問。また傍聴席で根津さんを応援しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　07.10.25記

１０月１７日の石川元教育長の陳述を聴いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末木　あさ子　（元多摩市議会議員）

　宣誓書を持つ手が震えていた。幾多の式典などでの祝辞を述べる経験は豊富であろうに･･････。石川　武氏を６年ぶりに目の当りにしたが、ひとまわりは小さくなった気がした。語尾もはっきりとせず、ボソボソと陳述する声はとても聴きづらかった。

　多摩市の教育長として赴任した当初は、てきぱきとした仕事振りだと思っていた。しかし、３月議会中の休憩時に議会棟の廊下から会派の議員控え室に入ってきた吉田議員の話を聴いたときから印象は一変した。

　それは、八王子から多摩に引き受けた大きな目的は・・・・・・ということだった。確か、個人名は出さないで会話されたのだと思うが、私の中では根津先生のことだと確信した。

　何でこのような重大なことを吉田議員に話したのだろうか。その真意が分からない、というより、疑念を持ったといってもいいかもしれない。

　なにしろ、私達は当日の予算委員会での質疑で、多摩中学校地域在住の議員二人が家庭科の授業を批判した事に対して反論の質疑をしたわけで、この立場をどのように受け止めての会話だったのか理解に苦しむところである。

　いずれにしても、吉田議員に言ったことを「言っていない」とシラを切るのは何の為なのか？スキー教室に連れて行かなかった生徒が存在するのに、連れて行った先に親を迎えに来させたなんていうウソを言うのか？

　東京都の職員ではない現在でも真実を述べることで不利益が生じるのだろうか？偽証罪に問われることの方が名誉を傷つけると思うのだが。

　多摩市が、現場の経験もない、学習指導要領も熟知しているわけでもない、何よりも人権意識がない教育長を２年間も置いたと思うと悔しい。　　　　　　　　2007年10月30日

　　　　　　　　　柔 能 く 剛 を 制 す　　　　　　　 宮内　貴美子
 　10月17日、地裁に詰め掛けた傍聴人に混じって鶴田敦子さん（聖心女子大学教授）の意見陳述を聞きました。多摩中学校での根津さんの授業をめぐる教育委員会の行為がいかに不当なものであったかは万人の知るところです。またこの問題は根津さんの長い闘いの原点でもありました。

家庭科の授業で「男女共生」をテーマに取り上げた問題について、学習指導要領に書かれていない内容であるというのが委員会サイドの唯一の言い分でもあります。

　この問題について、鶴田さんは、家庭科の教科書は男女共同参画社会推進が進められるようになって大きく変わり、男女がともに家庭科を学ぶことになった1992年（小学校）1993年（中学）1994年（高校）ころからジェンダーにとらわれない生き方を考えさせることになっていたのだと熱く語られました。そして、授業というものは、個々の教師が独自性をもって、幅広く指導してゆくべき内容を有しているものであることを、説得力をもって語られ、それは傍聴席の面々にも納得できる内容でした。

　終始一貫、決して口調を荒げることもなく、むしろ控えめな態度で淡々と証言を続けられたのですが、彼女は過去に中学校教諭の経験もあり、教育現場を体験してきた人の自信をのぞかせる静かな語り口は、委員会サイドの弁護士を明らかに面食らわせる迫力があったのです。焦った相手方弁護士が繰り出してくる質問は、むしろ教育委員会の見解が、いかに牽強付会であるかを感じさせて呉れました。

　「男女共同参画社会」における学校の役割は決して小さくありません。子供たちの社会とのかかわりを健全に育てることの出来る総合的な学習が、決して学習指導要領などというお仕着せの枠組みにとらわれることなく自主的に指導されるべきです。教育の現場から程遠い場所にいて、しかも、戦前の古い教育しか受けてこなかった私には何の力もありませんが、家庭科教育の現場が、かつての、国が要求した愛国心を育てる道徳教育の場にならないで欲しいと切に願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2007年10月22日記）　

署名活動報告　　６,４５６筆（10/16現在）　　
　たくさんの署名を集めていただき、ありがとうございます。第一次しめ切り10月31日を前に北海道から九州まで、いえ今年はアメリカから、フランスからと海外からも続々と署名が届いています!「君が代」不起立に対する処分が不当であることは、世界の常識との意を強くしました。
　どっしりと重いこの６,４５６人分の署名用紙を１１月初旬の都庁前ビラ撒きの日に都教委に届ける予定です。
　署名活動は来年３月まで続けます。更にたくさんの方に声をかけて頂き、２回目、３回目と都教委に届けたいと思っています。引き続きよろしくお願いします。
　署名用紙は、させない会までご連絡下されば送ります。させない会のＨＰからダウンロードもできます。また、ＨＰからネット署名もできます。
　

お　願　い
　
  　先月から今月にかけて、新たに２４人の新会員を迎え、させない会の会員は現在

 ５７０人となり、カンパ会員を合わせると６５９人になりました。毎月新しい会員の  

 方を迎え、たいへん心強く思っています。会員募集のチラシは署名用紙と同様、ＨＰ

 からダウンロードできます。機会がありましたら、まわりの方々に声をかけていただ

 くようお願いします。
 　また、させない会の年度は６月から翌年の５月までです。

 わかりにくくて申し訳ありませんが、今年度会費がまだの方はよろしくお願いします。
　　　　　　　　

2万人の声を都教委に――

　　〈「君が代解雇」をさせない意見広告〉　運動にご協力下さい。

　ある集会の交流会で出会った20代前半と思しき青年は、小学生のとき母親の影響で「君が代不起立」をしたところ、後ろに並ぶ同級生から「なんで座ってんだよ」と蹴飛ばされ、彼も彼のお姉さんも「不起立」以後、同級生からいじめられ続けたという。しかし、その彼であっても「自由や平等を取り戻せ、とか言われても、それがどういうことなのか、僕にはわからないんですよ」と話していた。

「フランスではレジスタンスがあった、と聞いても、最初はその意味がわからなかったですね」と、終戦時に17歳だったある元編集者の方の言葉を思い出す。「こんな目に遭わされてなんで黙っているんだ、国を訴えろ」と、進駐軍から声をかけられても、「国を訴える」とはどういうことなのか、敗戦直後の日本人には理解できなかった、という中野好夫のエッセーも思い出した。

あの青年に限らず、他人から不合理な仕打ちを受けても、それが「不合理」であることに気づかない人は決して少なくはないのだろう。実際、不安定・低賃金で「使い捨て」のように働かされても、「世の中こんなもん」と思わされている若者が多いのだから。「日の丸・君が代」の強制がなくても、人々の心性や態度が、戦争中に近づきつつあるように感じる。

天皇は神だと誰もが本気では信じていないのに、信じたフリをしていた時代、「お前は天皇のために死ぬことができるか」と問われた場合、人々はどうしていたか。敗戦時に少年兵であった映画評論家の佐藤忠男は自著でこう述べている。「本当に信じているのか？と開けっぴろげに言い合えたらそうはならなかったでしょうが、誰も本当のことが言えないばあいには、もしかしたらみんなはそう信じているのかもしれないから、自分だけ本当のことを言うとみんなに異をたてることになる。これは不安なことです。」「とりあえず信じたフリをすることのほうを選んだほうが、その場は乗り越えられます。しかしそれが、特攻隊への志願を求められた、というような場合だと、いちど肯定したらもう後へは引けないのです。」とりあえずフリをしてその場を乗り越えた、その先に何が待っているのかまでは深く考えないで、多くの人が流されていった、という。

戦争が終わって、ほっとしたときのことを思い出して、またはじめから問い直すことを始めたらいいと思う。〈不当な態度をとられたら、抗議してもいいのだよ〉ということや、〈上司の命令に理がないと思ったら、拒否しても構わない〉ということ、〈かつてそういう時代があり、日本国内で、中国で、朝鮮半島で、何があったのか、どうしてそうなってしまったのか〉についてなど、「どう思いますか？」「本当にこれでいいと思う？」と、校門前の根津さんの真似をして問いかけていけばいい。最終的に「〈君が代解雇〉をさせない意見広告運動」が、〈人らしく生きる権利〉について確認していく〈世直し運動〉になれば、その時は……と私は思っています。

　現在、賛同は約1000人弱分集まっています。来年1月末までの3ヵ月足らずのあいだに、あと19000人の賛同を集められないものかと思います。会報発送への同封、集会での配布など、友人･知人への呼びかけなど、チラシを撒いて下さる方はぜひご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（基金事務局・吉田）

今後の予定

　★傍聴のお願い

　１１月８日（木）１５：３０～　河原井さん０７年度　停職３ヶ月処分裁判

　　　　　　　　　１６：００～　河原井・根津さん０６年度　停職１･３ヶ月処分裁判　

　　　　　　　　　 １６：３０～　都障労組（宮・丸子・河原井さん）０４年度処分裁判

　　　　　　　　　　　　　いづれも、東京地裁　７１０号法廷です。

　１１月１５日（木）　　　　　　　根津さん０７年度　停職６ヶ月処分裁判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７１０号法廷

　１１月２１日（水）１０：００～１７：００　根津さん多摩中裁判　　　７１０号法廷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前島校長（当時）証人　根津さん本人尋問

　

　★支援のお願い

　１１月９日（金）　８：００～　都庁前チラシまき　及び署名提出

　１１月１９日（月）９:００～　再発防止研修　根津さん呼び出し　（８:45集合）

　　　　　　　　　　水道橋　都教職員研修センター（工芸高校隣り）


　「君が代」解雇をさせない！　処分より対話を！
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　　　東京の「日の丸･君が代」さｋ版の勝利のために大同団結を！


　　　　　　　「９･２１難波判決」１周年集会　にさんかして

















　校長の提出する「君は代」斉唱時の不起立教師報告書は、個人情報保護条例の禁止する「思想・信条」にあたる。神奈川県個人情報保護審査会が情報の取り消しや利用停止を答申した。


　神奈川県の話だが、「不起立の理由も聞いてないので思想信条に該当しない」とする県教委の言い分は、どこの教委も同じような言い逃れをするものだと、思わず笑いが出る。一人の公務員が、己をかけて行動することを思想信条ではないと否定する思考方法は、それを言う本人が思想信条を覆い隠して日々生きているからなのだろう。


　今は教職員の不起立に対する攻撃だが、「公務員だから、組織への足並みをそろえろ」を許せば、市民に向けて同じ言葉が発せられるとき、おそろしいことになる。一人の市民はもっと弱いはずなのだから･･････。


　ニュース１１号をお届けしますが、今回は、いろいろな人が文章を寄せてくださり、若さが吹き込んできています。１０・５のOne Dayアクションが人のつながりを広げてくれているのを感じます。「守ろう。歌わない自由」いいことばです。（み）
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